
 
 

   

  

 
 
 

シンポジウム 

アンドレイ・タルコフスキー、映画／文学を越えて 

ANDREI TARKOVSKY: BEYOND THE BOUNDARIES 
 BETWEEN CINEMA AND LITERATURE 
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 日時： 2014年 11月 ２日（日） 
  15時15分 ～ 17時15分 
 会場：  山形大学 小白川キャンパス 

 基盤教育２号館 222教室 
     予約不要・入場無料 
  （駐車場の準備はありません） 
  問合せ： tadashi@human.kj.yamagata-u.ac.jp  
             ＊学会員でない方も来聴歓迎です！ 
 

主催： 日本ロシア文学会 
協力： フォーラム山形 



 

  

 
 

プログラム
 
イントロダクション 

 

マリーナ・タルコフスカヤ氏（アンドレイ・タルコフスキーの妹）からのビデオレター 

 

報告： 

 

１．坂庭 淳史：タルコフスキーの「父」 

アンドレイ・タルコフスキーの映画『鏡』や『ストーカー』、『ノスタルジア』では、彼の父アルセーニー・タ

ルコフスキーの詩が引用され、『鏡』ではアルセーニー自身が詩を朗読している。アンドレイの創作の世界を理解

する上で、アルセーニーの存在、アルセーニーの詩を看過することはできないだろう。今回の報告では、アンド

レイがアルセーニーから受け継いだもの、あるいはアンドレイの映画における「父」の形象について考えてみた

い。           （さかにわ・あつし：早稲田大学文学学術院准教授） 

 

 

２．斉藤 毅：タルコフスキーの映画における〈言葉〉の問題について 

タルコフスキーはロシアの文学的伝統の流れをも汲む映画作家であると言うことができるが、彼と文学との関

わりについては、もっとその本質にまで踏み込んで考えてみる必要があるように思われる。彼の映画では、「い

かにして言葉（発語、語り、対話）は可能か」ということが、つねに重要なテーマとして扱われており、映像を

通して言葉の条件を問うことが、彼の創作の一つの動機であったと仮定することもできる。この問題について、

とくに『ノスタルジア』と『鏡』 を例にして考えてみたい。        （さいとう・たけし、大妻女子大学講師） 

 

 

３．井上 徹：タルコフスキーとソビエト映画における「詩的映画」 

タルコフスキーの映画は、しばしば「映像詩」と呼ばれてきた。監督自身も、その映像論において「詩」に特

別な地位を与えている。一方、ソビエト映画には「詩的映画」の流れがあり、ドヴジェンコをはじめ重要な映画

作家が生まれてきた。タルコフスキーも、その流れに連なる作家だといえるが、彼が創ろうとした「映像詩」と

は、そもそも何だったのだろうか。ソビエト映画の作家としてのタルコフスキーについて、今一度考えてみたい。 

（いのうえ・とおる：エイゼンシュテイン・シネクラブ代表、ユーラシア研究所運営委員長） 

 

 

４．畠山 宗明：音、発話、時間─映画史の中のタルコフスキー」

タルコフスキーの映画は、宗教性や文学性、芸術性によって語られることが多い。しかし、タルコフスキーが

表現の手段として選んだのが、映画という 20 世紀に隆盛を極めたメディアだったということも、忘れてはなら

ない事実である。例えばタルコフスキーは「時間」を自らの表現の核心に位置づけたが、時間表象は、環境音に

よる持続の表現などトーキー以降に多様化したものである。つまり、タルコフスキーの時間表現は、発話も含め

た音声使用と密接な関係を持っていると考えることも可能である。本発表では、タルコフスキーの音声使用や発

話の演出を映画史的な視点から位置づけることで、彼の作品や方法論を新しく考え直すための視座を模索してみ

たい。                    （はたけやま・むねあき：聖学院大学特任講師） 

 

全体討議 

 

コメンテーター： 大平 陽一（おおひら・よういち：天理大学教授） 

    司 会： 八木 君人（やぎ・なおと：早稲田大学文学学術院専任講師） 
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